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令和５年第２回大玉村議会定例会会議録 

 

第１日  令和５年３月２日（木曜日） 

 

 １．応招（出席）議員は次のとおりである。 

    ２番 渡 邉 啓 子   ３番 菊 地 厚 徳   ４番 本 多 保 夫 

    ５番 松 本   昇   ６番 佐 原 佐百合   ７番 鈴 木 康 広 

    ８番 武 田 悦 子   ９番 佐 原 吉太郎  １０番 須 藤 軍 蔵 

   １１番 押 山 義 則  １２番 菊 地 利 勝 

 ２．不応招（欠席）議員は次のとおりである。 

    １番 斎 藤 信 一 

 ３．地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のため出席を求めた職員。 

村 長 押 山 利 一 副 村 長 武 田 正 男 

教 育 長 渡 辺 敏 弘 
総 務 部 長 
兼 総 務 課 長 押 山 正 弘 

住民福祉部長 作 田 純 一 産業建設部長 菅 野 昭 裕 

政策推進課長 鈴 木 真 一 税 務 課 長 菊 地   健 

住民生活課長 安 田 春 好 健康福祉課長 後 藤   隆 

産 業 課 長 藤 田 良 男 建 設 課 長 杉 原   仁 

環境保全課長 伊 藤 寿 夫 
会 計 管 理 者 
兼 出 納 室 長 菊 地 美 和 

教育総務課長 橋 本 哲 夫 生涯学習課長 渡 辺 雅 彦 

農 業 委 員 会 
事 務 局 長 神野藤 浩 和   

 ４．本会議案件は次のとおりである。 

    会議録署名議員の指名 

    会期の決定 

    諸般の報告 

    行政報告 

    議案の一括上程（議案第１５号から議案第４２号） 

     議案第１５号 大玉村個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について 

     議案第１６号 大玉村情報公開条例の一部を改正する条例について 

     議案第１７号 大玉村情報公開等審査会条例の一部を改正する条例について 

     議案第１８号 大玉村行政不服審査法関係手数料条例の一部を改正する条例に 

            ついて 

     議案第１９号 大玉村公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例の一 

            部を改正する条例について 

     議案第２０号 大玉村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を 
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            定める条例の一部を改正する条例について 

     議案第２１号 大玉村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関 

            する基準を定める条例の一部を改正する条例について 

     議案第２２号 大玉村子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例について 

     議案第２３号 大玉村国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

     議案第２４号 大玉村名誉村民の推戴について 

     議案第２５号 大玉村堆肥センターにおける指定管理者の指定について 

     議案第２６号 令和４年度大玉村一般会計補正予算について 

     議案第２７号 令和４年度大玉村国民健康保険特別会計補正予算について 

     議案第２８号 令和４年度大玉村玉井財産区特別会計補正予算について 

     議案第２９号 令和４年度大玉村農業集落排水事業特別会計補正予算について 

     議案第３０号 令和４年度大玉村後期高齢者医療特別会計補正予算について 

     議案第３１号 令和４年度大玉村水道事業会計補正予算について 

     議案第３２号 令和５年度大玉村一般会計予算について 

     議案第３３号 令和５年度大玉村国民健康保険特別会計予算について 

     議案第３４号 令和５年度大玉村玉井財産区特別会計予算について 

     議案第３５号 令和５年度大玉村農業集落排水事業特別会計予算について 

     議案第３６号 令和５年度大玉村土地取得特別会計予算について 

     議案第３７号 令和５年度大玉村介護保険特別会計予算について 

     議案第３８号 令和５年度大玉村後期高齢者医療特別会計予算について 

     議案第３９号 令和５年度大玉村水道事業会計予算について 

     議案第４０号 人権擁護委員候補者の推薦について 

     議案第４１号 区長代理の委嘱について 

     議案第４２号 村道路線の認定について 

    施政方針並びに提案理由の説明 

    請願・陳情について（委員会付託） 

 ５．本会の書記は次のとおりである。 

    議会事務局長 矢崎由美、書記 齋藤智、安田敏、鈴木裕也 
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会 議 の 経 過 

 

○議長（菊地利勝） おはようございます。３月定例会が招集されましたところ、出席ご

苦労さまでございます。ただいまの出席議員は、１番斎藤信一君より欠席届がありま

したほか、１１名全員であります。定足数に達しておりますので、令和５年第２回大

玉村議会定例会を開会いたします。 

   なお、産業課長、藤田良男君、農業委員会事務局長、神野藤浩和君から欠席する旨

の届出がありましたので、ご報告申し上げます。 

（午前１０時００分） 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 開議に先立ちまして、議会の運営に関する基準１５７及び１５８の

規定により、議員並びに議会の表彰の報告並びに伝達を行います。 

   これより議員並びに議会の表彰の報告並びに伝達を行います。２月８日に開催され

ました全国町村議会議長会定期総会において、押山義則君が議員在職１５年以上の自

治功労により表彰されました。また、第３７回町村議会広報全国コンクールにおいて、

大玉村議会が表紙デザイン賞銅賞を受賞しましたので、ここに報告いたします。 

   これより表彰の伝達を行います。 

   暫時休議いたします。 

（午前１０時０１分） 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 再開いたします。 

（午前１０時１０分） 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） これより本日の会議を開きます。 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。 

   今期定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、６番佐原佐百

合君、７番鈴木康広君を指名いたします。 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

   議会運営委員会委員長の報告を求めます。９番。 

○議会運営委員長（佐原吉太郎） おはようございます。 

   令和５年第２回３月定例会に当たりましては、さきに閉会中の継続調査としており

ました今期定例会の会期日程等について、去る２月２７日午前８時３０分より、第

１委員会室におきまして議会運営委員会を開催し、調査をいたしましたので、その経

過と結果について、以下、ご報告を申し上げます。 
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   委員会は、議長出席の下、全委員出席、さらに当局から総務部長の出席を求め、提

出議案の概要の説明を受け、会期及び会議日程等について、次のように決定をいたし

ました。 

   今期定例会に提出される事件は、村長提出の議案２８件で、その内容は、条例制定

案件１件、条例改正案件８件、補正予算案件６件、当初予算案件８件、人事案件２件、

その他３件、合わせて２８件であります。 

   以上のことから、会期につきましては、本日３月２日から１５日までの１４日間と

決定いたしました。 

   また、会期日程、会議区分及び議事内容につきましては、 

   本日 ２日 本会議 村長の行政報告、議案の一括上程、施政方針並びに提案理由 

         の説明、請願・陳情の委員会付託、委員会（付託事件の審査） 

   ３月 ３日 休会（議案調査） 

   ３月 ４日 休会 

   ３月 ５日 休会 

   ３月 ６日 本会議 一般質問 ６名 

   ３月 ７日 本会議 一般質問 １名、議案第１５号から議案第２３号までの議案 

         審議 

   ３月 ８日 本会議 令和５年度予算議案に対する総括質疑及び令和５年度予算議 

         案の委員会付託、委員会 

   ３月 ９日 委員会（付託事件の審査） 

   ３月１０日 委員会（付託事件の審査） 

   ３月１１日 休会 

   ３月１２日 休会 

   ３月１３日 大玉中学校卒業式のため午前中休会 

         午後 委員会（付託事件の審査） 

   ３月１４日 午後 委員会（付託事件の審査） 

   ３月１５日 本会議 議案第２４号から議案第４２号までの議案審議、委員会付託 

         事件の委員長報告、審議、閉会中の継続調査申出 

  という日程で行います。 

   なお、会期日程第７日、３月８日の総括質疑は、令和５年度予算議案についての質

疑です。先例により、質問者は、原則、自ら所属する常任委員会の予算項目以外の質

疑内容とし、予算書のページ数を明らかにし、議題に供された内容とするよう申し合

わせをしたとおりでありますので、ご協力をお願い申し上げます。以上のように、委

員会として全委員一致をもって決定いたしましたので、何とぞご審議の上、ご賛同を

賜りますようお願い申し上げまして、報告といたします。 

   以上であります。 

○議長（菊地利勝） お諮りいたします。 

   会期日程等については、ただいま議会運営委員会委員長報告のとおり決定するにご
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異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（菊地利勝） 異議なしと認めます。 

   よって、会期日程につきましては、ただいま議会運営委員会委員長報告のとおり決

定しました。 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 日程第３、諸般の報告を行います。 

   諸般の報告につきましては、定期監査の報告について、例月出納検査の報告につい

て、今定例会までに受理した請願・陳情の報告について、議員派遣結果報告について、

説明員の報告についてであり、内容は配付しました報告書のとおりですので、配付を

もって報告に代えさせていただきます。 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 日程第４、村長より行政報告を求めます。村長。 

○村長（押山利一） ご苦労さまでございます。 

   本日、第２回定例会の招集をお願いいたしましたところ、議員の皆様方には何かと

ご多忙の中ご出席を賜り、提出案件のご審議を賜りますこと、感謝を申し上げます。 

   今次定例会に当たり、現時点における本年度の事務事業につきましては、お手元に

配付の別紙をもって行政報告とさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（菊地利勝） 行政報告が終わりました。 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 日程第５、議案第１５号から議案第４２号まで一括上程いたします。 

   事務局職員に議案を朗読させます。事務局。 

○書記（鈴木裕也） 別紙議案書により朗読。 

○議長（菊地利勝） 事務局職員の朗読が終わりました。 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 日程第６、村長より施政方針並びに提案理由の説明を求めます。村

長。 

○村長（押山利一） 本日、第２回村議会定例会の開催に当たり、ご提案申し上げました

議案の説明に先立ち、令和５年度の村政運営に関する私の所見の一端と重点事務事業

についての基本的な施策方針を申し上げ、村民の皆様をはじめ議員各位のご理解とご

協力をお願い申し上げる次第であります。 

   東京電力福島第一原子力発電所事故から、今月で１２年が経過します。さらなる福

島の復興に向けた風評対策の強化など、引き続き関係機関とともに国に対し強く要望

してまいります。 

   まずは、社会生活や経済活動に大きな影響を及ぼしている、新型コロナウイルス感

染症対策や、ウクライナ情勢に端を発した燃油高騰及び物価高騰等に関しましては、

国・県の動向を注視し、村が行うべき各種支援策について、引き続き必要な対策を検

討してまいります。 



 

- 6 - 

 

   また、令和３年度に策定された「第五次大玉村総合振興計画」に基づき、１０年、

２０年後も自立する村づくりのための各種施策に引き続き取り組んでまいります。 

   令和４年度において執行された主な事業は、各種住宅取得支援補助制度などによる

定住人口増加対策、持続可能な農業支援及び米のブランド化、健康長寿の村づくり、

足の確保を図るためのデマンドタクシー等の運行、保育料の完全無償化の継続、小中

学校給食費への補助、ＩＣＴ教育の推進などでありますが、新年度も引き続き取り組

んでまいります。 

   さらに、令和４年度に着手し、新年度においても重点的な取り組みとしている主な

事業につきましては、まず、交通の利便性を高めるとともに、企業誘致や住宅誘導な

ど、村活性化のための「スマートインターチェンジ」並びに高速道路バスストップの

誘致について引き続き取り組んでまいります。 

   また、あわせて、産業振興センターの道の駅化の検討を進めてまいります。 

   次に、農業を取り巻く各種課題に対応した「農業振興公社」の取組強化を図り、基

幹産業である農業と本村の重要な資源である景観を守り、後世に伝えてまいります。 

   次に、旧苗畑跡地を予定地とした、再生可能エネルギーを活用し、農福連携を目的

とした農業生産施設の設置計画を推進するため、本年度策定の基本構想を基に、国・

県などの関係機関と協議を行い、また、企業に協力をお願いするなど、財源の確保に

努めてまいります。 

   次に、村の収益施設の指定管理者である「おおたま村づくり株式会社」への支援を

強化し、直売所やたまちゃん食堂などの村内外の結節拠点としての機能強化を図って

まいります。 

   さらに、村民の交流機能を兼ね備えた「（仮称）子育て支援センター」の建設計画

について、皆様方からいただいたご意見等を取り入れた基本構想を完成させ、令和

５年度は、工事の手法や補助金などの財源について、国・県などの関係機関と協議を

進めてまいります。 

   今後も、より多くの皆様方のご意見やご要望をお聞きし、「村民に日本一近い村政」

を念頭に、村民が主役の「住んでよかったと思える村づくり」の実現に向けて全力を

尽くしてまいります。 

   以上、申し上げました基本姿勢を踏まえ、新年度予算執行のため計画しました主な

重点事務事業については、各部・課ごとに順次、担当課長より説明を申し上げます。 

○総務部長兼総務課長（押山正弘） 総務部総務課関係について申し上げます。 

   職員の専門的知識の習得と能力の向上を図るため、「財団法人ふくしま自治研修セ

ンター」への研修派遣や、「こおりやま広域連携中枢都市圏」が主催する研修会・講

習会に積極的に派遣してまいります。 

   本年度は、大玉村議会議員一般選挙及び福島県議会議員一般選挙が執行されますの

で、事務執行に万全を期すとともに、投票の棄権防止のための啓発活動に努めてまい

ります。 

   本村におきましては、各種事務事業に取り組む際に、必ず財源の確保に取り組むな
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ど、引き続き厳しい状況ではありますが、第五次大玉村総合振興計画の実施計画に基

づき、各種施策を積極的に推進するため、安定した各種行政サービスを行いながら、

小さな自治体ならではのスケールメリットを生かすことで、最少の経費で最大の効果

を挙げることを念頭に健全財政の維持に努めてまいります。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） 政策推進課長。 

○政策推進課長（鈴木真一） 続きまして、総務部政策推進課関係について申し上げます。 

   令和３年度を初年度とする向こう１０年間の「第五次大玉村総合振興計画」が策定

されてから３年目となり、引き続き、「安心・安定の村づくり」のため、各種事業の

着実な執行と「住みたくなる村づくり」、「住んでよかったと思えるような村づくり」

のため施策の調査・研究等を積極的に進め、具体的施策を推進します。 

   また、併せて見直しをした「大玉村まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づく地

方創生の取り組みを推進し、計画・実施・評価・改善による効果を検証し、その後に

つなげていくＰＤＣＡサイクルでのマネジメント手法を取り入れて、人口増加や東京

一極集中是正等のため、引き続き推進してまいります。 

   定住人口増加対策につきましては、村の最重点事業と位置づけ、ＳＤＧｓの推進、

子育て支援、健康長寿・保健・福祉・教育の充実、企業立地など産業振興も視野に入

れ、各課との横の連携を図りながら諸施策に取り組んでまいります。 

   公共交通システムにつきましては、令和４年度より広域生活バス及び福祉バスをデ

マンドタクシーに集約統合、さらに、朝夕は新設の「大玉村通勤通学バス」を実証運

行しており、今年度も引き続き実証運行を行ってまいります。 

   （仮称）大玉子育て支援センター建設事業につきましては、令和４年度に基本構想

策定業務委託が完了しましたが、今年度は、財源の確保に向け、国・県等の補助制度

を調査・研究し、申請に向けて基本構想を深化させるとともに、可能な限り早期の建

設実現に向け努力してまいります。 

   農福連携推進事業「再エネアグリプロジェクト事業」につきましても、令和４年度

に産官学金連携による基本構想の策定を完了しましたが、今年度は財源の確保に向け、

国・県等の補助制度を調査・研究し、申請に向けて基本構想を深化させ、可能な限り

早期着工に向け努力してまいります。 

   「こおりやま広域連携中枢都市圏」及び「ふくしま田園中枢都市圏」につきまして

は、中心市と協約締結市町村が協力し、広域連携の強みを生かし、引き続き様々な事

業に積極的に取り組んでまいります。 

   さらに、平成１７年に斎藤良夫氏が名誉村民第１号となりましたが、２人目の名誉

村民として、日本看護協会会長の福井トシ子氏を推戴すべく準備を進めてまいります。 

   村の情報発信につきましては、地域おこし協力隊等の活用により、村ホームページ

やＳＮＳを活用した情報発信強化に引き続き努めてまいります。 

   国内外交流につきましては、友好交流都市協定を締結しております、茨城県美浦村、

茨城町と「人・もの・情報」の交流によるさらなる友好関係を築いてまいります。 



 

- 8 - 

 

   「日本で最も美しい村」連合に関する事業については、村内の行政区や各種団体が

自主的に行う美しい村づくりにつながる活動を顕彰し、表彰する制度を創設してまい

ります。また、昨年度、ふれあい広場にて初めて開催した県内５町村による合同物産

展を、今年度も引き続き昭和村で開催すべく準備を進めてまいります。 

   また、国外につきましては、姉妹校を締結した桃園市立大竹国民中学と大玉中学校

の交流を引き続き深めてまいりますとともに、ホームステイの受入れにも取り組んで

まいります。 

   さらに、ペルー共和国マチュピチュ村との交流事業については、１月に行われた両

村長のウェブ会談を踏まえ、マチュピチュ村長等訪問団を迎えるべく準備を進めてま

いります。 

   次に、安達地方広域行政組合の重点事務事業について申し上げます。 

   本年度においても、行政改革推進基本計画及び実施計画に基づく組合事務事業の効

率的運営、執行を図ることとしております。 

   衛生関係では、病院群輪番制の推進、斎場の適正な維持管理と運営を図るとともに、

廃棄物の発生抑制と資源の循環的利用を推進すべく、構成市村と連携を図り、引き続

き分別の徹底と情報発信に努めることとしております。 

   消防関係では、専門化・高度化した消防業務に対応するため、人材育成計画に基づ

き、資質の向上及び組織力のレベルアップを図ってまいります。また、一人暮らし高

齢者世帯等の防火指導を積極的に行い、火災予防思想の推進を図ってまいりますとと

もに、住民に対する応急手当普及活動を積極的に展開し、さらなる救命率の向上を目

指してまいります。 

   これらの事業を踏まえた予算は、一般会計が前年度比０．１５％増となる３４億

１，６８７万４，０００円となりました。また、地域振興特別会計では、文化振興支

援事業など３０５万６，０００円となったところであります。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） 税務課長。 

○税務課長（菊地 健） 総務部税務課関係について申し上げます。 

   村税の賦課事務につきましては、課税客体を的確に把握し、公平公正な課税に努め

てまいります。 

   また、徴収事務については、引き続き大玉村税等徴収嘱託員を設置し、未納者の実

情把握に努めながら、納税意識の醸成と自主納付を促すとともに、他の納税者との公

平性の確保の点から、滞納者に対しては厳正な滞納処分を適時・適切に実施し、収納

率の向上と自主財源の確保を図ります。 

   さらに、口座振替による納税の利便性を周知し、利用者の拡大を図るとともに、現

金納付や遠隔地の納税者に対しては、コンビニでの納付やスマホ決済が利用できるこ

とを説明しながら、納期内の適正な納税を推進してまいります。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） 住民生活課長。 
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○住民生活課長（安田春好） 続きまして、住民福祉部住民生活課関係につきまして申し

上げます。 

   交通対策につきましては、事故を未然に防止するための交通安全施設の整備を推進

していくとともに、子どもやお年寄りなど交通弱者の被害をなくすための啓発活動を

強化してまいります。 

   また、引き続き高齢者の運転免許証の自主返納を支援し、高齢ドライバーによる交

通事故の抑止に努めてまいります。 

   さらに、防犯団体等の育成と連携の強化を図るとともに、毎年各地で繰り返される

自然災害に対し、自助・共助の基盤となる自主防災組織の組織化や、地域防災の要と

なる消防団の環境整備と組織力強化に努め、安全で安心して暮らせる村づくりを目指

してまいります。 

   個人番号カード交付事業につきましては、順調に交付事務が進められており、総交

付件数は４，８００件に上り、村民の半数以上が取得しているという状況でございま

す。今後、様々な分野で個人番号カードの活用が期待されることから、引き続き円滑

な事務処理と広報周知に努めてまいります。 

   後期高齢者医療事業につきましては、円滑な事業運営と事業執行に努めるとともに、

関係部署と連携し、高齢者の保健事業と介護予防事業などを一体的に実施し、きめ細

かな個別支援等により高齢者の多様な心身の健康課題の解消に引き続き取り組んでま

いります。 

   新たな制度運用が開始され６年目を迎える国民健康保険事業につきましては、福島

県と村が一体となって順調に運営が図られております。将来的な目標とする保険料水

準の統一化に向けて、今後もワーキンググループや市町村国保広域化連携会議などに

よる検討を重ねてまいりますとともに、引き続き、県と連携、調整を密にし、円滑で

効率的かつ安定的な国保運営の確立に努めてまいります。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（後藤 隆） 続きまして、住民福祉部健康福祉課関係について申し上げ

ます。 

   「新型コロナウイルス感染症」については、国内で初めて感染が確認されてから

３年を経過しましたが、今もなお村内に大きな影響を及ぼしております。引き続き、

村内における感染予防対策の継続と感染予防対策としての「ワクチン接種事業」を重

点施策と位置づけ、取り組んでまいります。 

   国の感染拡大防止対策として実施してまいりましたワクチン接種事業につきまして

は、今後の国の方針によりますが、引き続き、二本松市、本宮市と共に安達医師会の

協力を得ながら、必要に応じて今後も接種体制の維持に努めてまいります。 

   子育て支援においては、「第２期大玉村子ども・子育て支援事業計画」に基づき、

子どもの健やかな成長と豊かな人間性を育む保育・幼児教育、さらには子どもたちの

安全を確保する体制をさらに強化するため、「子育て世代包括支援センター」を中心
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として、妊産期から子育て期にわたる切れ目のない支援、育児不安の軽減や虐待予防

に努め、一人一人の子どもが健やかに成長できる社会の実現を目指してまいります。 

   さらに、国の「改正児童福祉法」に基づく、子育て支援の新たな拠点としての「子

ども家庭センター」の設置へ向けて準備を進めてまいります。 

   また、大山地区に建設を計画している「村民交流施設」について、子育て支援セン

ターの機能を併せ持った施設とするため、関係機関と連携を図りながら、活用方法等

の検討を進めてまいります。 

   保育所、放課後児童クラブについては、委託先である社会福祉法人大玉村社会福祉

協議会と連携を図りながら安定した運営に努めるとともに、保育を必要とする保護者

の支援に努めてまいります。 

   障がい者福祉においては、昨年６月に制定いたしました「大玉村障がいのある人も

ない人も共に生きる大玉村づくり条例」を基本として、「第３次障がい者基本計画」、

「第６期大玉村障がい福祉計画」に基づき、障がいのある方が安心して自立した生活

が送れるよう支援体制を構築し、さらに、「第２期大玉村障がい児福祉計画」に基づ

き、障がいのある児童の発育・発達・教育を支援するため、各種障がい児福祉施策を

引き続き進めてまいります。 

   高齢者福祉においては、「大玉村第９期高齢者福祉計画」・「大玉村第８期介護保

険事業計画」に基づき、関係機関と連携を図りながら、地域包括ケアシステムの深

化・推進を進めてまいります。 

   また、高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施に向け、フレイル予防事業と併せ

て各種介護保険事業を推進してまいります。 

   健康長寿の推進については、引き続き「村の重点施策」と位置づけ、大玉村健康長

寿推進村民会議を中心として、関係機関が連携し、事業を推進してまいります。 

   「健康ポイント事業」につきましては、ポイント対象事業を随時見直しつつ、健康

長寿推進につながるインセンティブ事業として、村民が楽しみながら取り組める事業

として定着するよう関係機関と連携を図りながら進めてまいります。 

   また、元気づくりシステム（元気づくり会）については、住民が各集会所などを拠

点に、週に２回程度、軽運動や筋力トレーニングなどに取り組み、地域の通いの場と

しての定着を目指して実施してまいりましたが、今年度も新たに参加する地区を増や

しながら、健康長寿推進の取組として取り組んでまいります。 

   保健推進については、新型コロナウイルス感染症のまん延防止と収束を最優先とし

つつ、「いきいきおおたま健康プラン２１第２次大玉村健康増進計画」及び「第３次

大玉村食育推進計画」、「第１次大玉村自殺対策計画」に基づき、「健康寿命の延伸」

と「健康格差の縮小」、さらに「食育の推進」、「誰も追い込まれることのない社会

の実現」に向けて、重点事業の健康長寿推進事業と併せて展開を進めてまいります。 

   また、総合けんしんや施設検診、人間ドック、ＰＥＴがん検診等の一部助成を引き

続き実施し、がんの早期発見と村民の経済的負担の軽減を図ってまいります。 

   以上です。 



 

- 11 - 

 

○議長（菊地利勝） 産業建設部長。 

○産業建設部長（菅野昭裕） 続きまして、産業建設部産業課関係について申し上げます。 

   農業関係につきましては、原発事故後における県内の農林水産物に対する風評被害

がいまだに払拭されず、全国平均に比して安価な取引値が固定化している農畜産物が

あることから、引き続き、県による放射性物質抽出検査への協力や放射性物質の吸収

抑制対策、簡易測定器による農産物の放射性物質測定など、安全・安心な農産物のＰ

Ｒと生産体制を推進し、風評払拭に努めてまいります。 

   水田農業構造改革対策につきましては、令和５年産主食用米の生産目安面積配分が

示され、本村の生産目安面積については７３３ヘクタール、前年比２ヘクタールの減

となりました。主食用米の需給バランスの安定を図るため、村独自の飼料用米に対す

る補助を行うなど、安定的な水田農業の経営について、引き続き農家の皆様のご理解

とご協力をいただきながら、経営所得安定対策とともに推進してまいります。 

   大玉村産米のブランド化につきましては、福島大学食農学類と研究委託契約を継続

するとともに、これまでの米や土壌の分析結果を施肥設計や生産管理等へ反映させる

ため、福島大学の助言を得ながら、ブランド化に向けた方針策定を進めてまいります。

また、多角的な方面から、ブランド米の生産・販売方法等について協議・検討を進め、

大玉村産米の全体的な底上げを図る取り組みとしてまいります。 

   農業振興公社につきましては、これからの本村の農業情勢等を予測・検討しながら、

担い手の育成、家族農業への支援、新規就農者の受け入れ体制整備、農地の集約・集

積、農作業の受委託などについては、これからの本村の農業をはじめとする農畜林業

の事業の基幹であり、村と農業振興公社、関係機関が一体となって推進してまいりま

す。 

   地域計画と名称が改められた人・農地プランにつきましては、地域ごとの実質化の

推進を、多面的機能支払、中山間地域等直接支払、環境保全型農業直接支払から成る

日本型直接支払制度とも併せ検討・推進していくことにより、農業の多面的機能の維

持・発展のための地域活動や営農活動に対する支援とともに、農業振興公社とも連

携・協力しながら、今後の農業情勢を考慮し、後継者・担い手育成、農地の集約・集

積等に取り組んでまいります。 

   畜産関係につきましては、原発事故による風評被害や新型コロナウイルス感染症の

影響から成る収入の減少に加え、昨年からの急激な飼料価格の高騰により、大変厳し

い経営状況となっていることから、各種補助制度を継続するほか、情勢を注視しなが

ら畜産農家の持続経営の支援に努めてまいります。 

   堆肥センターにつきましては、運営体制をより発展的で柔軟性のあるものとし、持

続可能な地域農業の推進を図るため、令和５年度から指定管理制度による運営への移

行を進めます。公社による管理運営により、受託可能な農作業の業務範囲と事業量の

拡大を図られるなど、発展的運営を目指すものであります。 

   林業関係につきましては、ふくしま森林再生事業による年度別計画に基づき、計画

的な森林整備を行い、健全な森林管理と放射性物質の流出防止対策に努めてまいりま
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す。また、松くい虫防除事業においては、村民の方からの情報や現地調査を基に、

人・家屋・道路等に危害を及ぼす危険度の高い枯損木から伐倒駆除を実施し、被害拡

大の防止とともに、住民生活の安全確保に努めてまいります。 

   有害鳥獣対策につきましては、鳥獣被害防止柵補助による農作物被害の防止を図る

とともに、狩猟免許取得補助やＩＣＴ機器を活用したわなの導入等により、イノシシ

を中心とした被害防止対策に努めてまいります。 

   商工業につきましては、商工会の健全な運営に協力していくとともに、新型コロナ

ウイルス感染症の影響により大変厳しい経営状況となっている村内事業所等に対する

支援について、引き続き社会情勢を注視し、商工会や関係機関等と連携・協力し、必

要な対策を講じてまいります。 

   また、公設民営の「あだたらの里直売所・お食事処たまちゃん・アットホームおお

たま」につきましても、必要な経営支援を行うとともに、安全・安心な大玉村産農作

物の提供と生産者の所得向上、観光資源としての魅力向上と住民の保養と健康増進の

憩いの場を目指し、お客様の声を反映しながら健全な運営となるよう、おおたま村づ

くり株式会社・直売会等と協力し、取り組んでまいります。 

   ふるさと納税につきましては、引き続き、寄附者から選ばれる魅力的な返礼品の開

発と、寄附者に対する顧客満足度を高める手法について検討し、大玉村に対する新規

支援者の開拓と、既存の支援者の確保の両側面について取り組んでまいります。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） 建設課長。 

○建設課長（杉原 仁） 産業建設部建設課関係について申し上げます。 

   道路改良事業につきましては、村の振興・発展に必要な社会基盤としての重要路線

を、国の交付金及び補助金等を活用しながら計画的に整備してまいります。 

   南町・石橋線については、昨年度に完了した南町地内から馬場地内までの約

３３０メーター区間に続き、馬場地内から午房内地内までの約１６５メーター区間の

道路改良舗装工事を実施いたします。 

   的場・三合内線については、東三合目地内から三合目地内までの約４３０メーター

区間の道路用地の購入を進め、西庵・六社山線については、的場地内から東三合目地

内までの約３５０メーター区間の用地測量を実施いたします。 

   （仮称）午房内・馬場線については、南町・石橋線と交差する幹線道路として、午

房内地内から馬場地内までの約２００メーター区間の用地測量を実施いたします。 

   （仮称）大玉西部幹線横断道路については、西ノ内地内の道路改良工事を実施いた

します。 

   細田・矢沢線（外）については、通学路の緊急対策として細田地内の用地測量を実

施いたします。 

   道路維持事業につきましては、暮らしを支える生活道路の維持修繕に力を入れると

ともに、交通安全対策についても関係機関のご意見を伺いながら推進を図り、安全な

道路環境の形成に努めてまいります。 
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   都市計画関連事業につきましては、（仮称）大玉スマートインターチェンジの整備

促進に向けて、令和３年度より国・県・東日本高速道路株式会社・村をメンバーとす

る勉強会を行っており、今年度も引き続き検討を重ね、早期の国による「準備段階調

査」対象箇所への選定を目指します。また、スマートインターチェンジの整備に当た

っては、誘発交通を生むためのまちづくりの視点が大切であることから、あだたらの

里直売所周辺における地域振興施設の計画検討を併せて進めてまいります。 

   さらに、高速道路バスストップの利活用を図るために、令和４年度より国・県・東

日本高速道路株式会社・県バス協会・バス事業会社・二本松市・本宮市・村をメンバ

ーとする勉強会をスタートさせており、今年度は、勉強会の継続とともに、高速道路

バスストップの再整備を推進するために、大玉バスストップ利用促進協議会の設立を

目指します。 

   住宅関連事業につきましては、空き家の利用促進と定住・移住の促進を図るため、

空き家改修等支援事業を継続して実施いたします。また、安全で安心できる住生活環

境を構築するため、木造住宅耐震診断者派遣事業、木造住宅耐震改修支援事業、ブロ

ック塀等撤去改善支援事業、がけ地近接等危険住宅移転事業を引き続き進めてまいり

ます。 

   公営住宅及び特定公共賃貸住宅につきましては、村の公営住宅等長寿命化計画に基

づき、適切な点検、修繕などを行い、適正な維持管理に努めてまいります。今年度は、

国の交付金事業を活用し、西庵団地の２棟４戸について外壁改修工事を実施いたしま

す。 

   農業農村整備事業につきましては、ため池の防災・減災に向けて、現在、荒池の堤

体改修を県営土地改良事業として取り組んでおり、令和４年度からは改修工事がスタ

ートしております。今年度も継続して工事を行い、令和６年度の完了を目指します。 

   以上でございます。 

○議長（菊地利勝） 環境保全課長。 

○環境保全課長（伊藤寿夫） 産業建設部環境保全課関係について申し上げます。 

   除染事業につきましては、敷地内への立入り不同意や取り出し作業困難により、継

続保管となっている除染等における現場保管土壌について、地権者との協議を継続し、

国・県とも情報共有を図り、適切な対応を進めてまいります。 

   再生可能エネルギーの導入促進につきましては、住宅用太陽光発電設備設置補助及

び住宅用蓄電池設置補助を継続し、再生可能エネルギーの利用促進に努めてまいりま

す。 

   大規模太陽光発電施設に対しては、大玉村太陽光発電設備と自然環境保全との調和

に関する条例の趣旨にのっとり、本村の豊かな自然環境及び美しい景観並びに村民の

安全・安心な生活環境との調和が図られるよう、引き続き指導・助言に努めてまいり

ます。 

   屋外広告物に対しましては、屋外広告物法及び福島県屋外広告物条例の適用を受け

るほか、大玉村ふるさと景観保護条例に基づく基本指針の屋外広告物設置に関する基
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本方針を定めたところであり、事業者や設置者にその趣旨や必要性を理解していただ

き、協力を求めてまいります。 

   生活環境対策につきましては、河川水質検査を継続して実施し、環境対策に取り組

んでいくとともに、大規模畜産農場に対する衛生面の環境改善について関係機関と情

報を共有し、定期的に現地にて指導・助言を行ってまいります。 

   循環型社会形成とごみの減量化対策として、令和４年度から実施しております生ご

み処理機等購入費補助を継続実施し、さらに住民の方々への周知に努めてまいります。

合併浄化槽設置補助事業につきましても、前年と同様に継続して実施してまいります。 

   ２０５０年カーボンニュートラル（温室効果ガス排出実質ゼロ）の実現に向けた村

の姿勢として、２０５０年までに二酸化炭素を実質ゼ口にすることを目指す「ゼロカ

ーボンシティ宣言」に向けて、村民の方々への情報発信等による気運の醸成や関連事

業を進めてまいります。 

   農業集落排水事業につきましては、接続加入の推進を進めるとともに、大山第１・

玉井第２・玉井第３浄化センターの３施設について適正な管理を行い、安定した事業

運営に努めてまいります。また、南町・石橋線の道路改良に伴う沿線の宅地化に備え、

農業集落排水管新設工事（延長１０９．２メートル）を実施いたします。また、農業

集落排水事業法適用化移行手続業務について、令和６年度からの適用開始に向けて進

めてまいります。 

   水道事業につきましては、安心・安全でおいしい水を安定的に供給するため、施設

等の適正な管理運営を継続してまいります。 

   施設整備については、南町・石橋線の道路改良に伴う配水管布設工事（延長

１６４メーター）、天王下・小泉線配水管布設替測量設計業務委託（延長５２０メー

トル）を実施するほか、生活基盤施設耐震化等交付金を活用し、重要給水施設配水管

事業第１９回工事（延長３１２メーター、神原田地内）を実施し、耐震化を図り、さ

らなる安定供給につなげてまいります。昨年８月に被災いたしました第４水源導水管

について、国の補助金活用により災害復旧工事（延長５０．５メーター）を実施し、

早期本復旧に努めてまいります。 

   また、水道の新たな水源につきましても、地元地区住民の方々と情報共有、協議を

行いながら調査を進めてまいります。 

   以上であります。 

○議長（菊地利勝） 農業委員会事務局長が欠席のため、産業建設部長に説明を求めます。 

   産業建設部長。 

○産業建設部長（菅野昭裕） 農業委員会関係についてご説明申し上げます。 

   農業委員会法等関係法令に基づき、農業委員・農地利用最適化推進委員の体制によ

り、適切な農地転用許可の指導や助言などのほか、農地利用の集積、担い手の確保や

新規就農相談業務に取り組むとともに、農地利用状況調査（農地パトロール）を基に

した遊休農地解消対策などの農業・農地に関する幅広い活動を進めてまいります。 

   また、将来にわたり持続可能な農業経営の実現を図っていくため、担い手の確保や



 

- 15 - 

 

農地の集約化などの集落や行政区での話合いを通した人・農地プランの実質化（地域

計画）や新規就農希望者への支援などについて、農政担当部局や大玉村農業振興公社

などの関係機関と連携して取り組んでまいります。 

   以上であります。 

○議長（菊地利勝） 教育総務課長。 

○教育総務課長（橋本哲夫） 教育部教育総務課関係について申し上げます。 

   「大玉村教育大綱・大玉村教育ビジョン」に基づき、「「夢を育てる教育」おおた

まに学び、世界とつながる人間の育成～みんなで支え、みんなで育て、みんなが育つ、

大玉の教育～」を基本目標に掲げ、「おおたま学園」幼・小・中一貫的教育による縦

のつながりと「コミュニティ・スクール」による学校・家庭・地域の横のつながりを

基盤に、「地域学校協働活動」との一体的な取り組みを強化しながら、大玉の教育を

引き続き推進してまいります。 

   「おおたま学園」につきましては、各校・園の独自性を生かしつつ、子どもたちを

中心に据え、幼・小・中のつながりを重視して編成した教育課程により、子どもたち

や教職員の積極的な交流、校種を超えた学び合いを大切にしていく幼・小・中一貫的

教育の充実を図り、未来を担う子どもたちが知・徳・体のバランスの取れた資質・能

力を育む教育を推進してまいります。また、幼稚園教育段階から、生き抜く力の基礎

となる資質・能力の育成に向け、非認知能力を伸ばす教育を推進するため、幼児の主

体的な活動を促す教育活動や小学校以降の教育につなぐ上で大切となる実効性のある

カリキュラムを充実し、一人一人の育ちを大切にした教育を推進してまいります。 

   個を伸ばし、確かな学力を育む教育活動の充実を図るため、おおたま学園オープン

スクールの開催により授業の質的改善や指導力の向上を図るとともに、全国学力・学

習状況調査及びふくしま学力調査の結果を分析し、授業改善の視点を明確にすること

で、校内研修に生かすことができるよう支援します。また、タブレット端末等のＩＣ

Ｔ機器を積極的に活用した授業の実践による児童生徒の情報活用能力の育成と情報モ

ラル教育の一層の充実に努めます。そのため、ＩＣＴ支援員の配置による学習支援や

効果的な研修の実施などにより、教員の指導力向上に努めてまいります。 

   「コミュニティ・スクール推進事業」につきましては、「地域と共に歩む学校づく

り」を一層推進するため、「地域学校協働本部」との連携を密にしながら、子どもた

ちの豊かで確かな学びを支える環境づくりに努めてまいります。また、保護者・地域

住民の協働・参画を促すための情報発信及び活動内容の充実を図ります。さらに、コ

ミュニティ・スクール委員による学校関係者評価を引き続き実施し、評価を生かした

学校運営の充実・改善に努めてまいります。 

   安心して学べる教育環境づくりのために、小中学校へ非常勤講師またはスクール・

サポート・スタッフを配置し、教員の子どもと向き合う時間の確保を図ります。あわ

せて、スクールソーシャルワーカー、ＩＣＴ支援員、特別支援教育支援員や部活動指

導員の配置、統合型校務支援システムの効果的な活用の促進など、充実したサポート

を継続しながら教職員の働き方改革を推進してまいります。 
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   また、子育て支援策の一環として、小中学校の保護者の負担軽減を図るため、学校

給食費の補助を継続実施してまいります。 

   以上です。 

○議長（菊地利勝） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（渡辺雅彦） 続きまして、教育部生涯学習課関係について申し上げます。 

   令和４年２月に新たに策定いたしました「大玉村教育大綱・大玉村教育ビジョン」

に基づき、引き続き、「地域ぐるみの学びのむらづくり」、「地域ぐるみのスポーツ

のむらづくり」、「ふるさと文化の振興」を推進してまいります。 

   「地域ぐるみの学びのむらづくり」におきましては、「コミュニティ・スクール」

と「地域学校協働活動」の一体的な取り組みを強化し、地域住民や各種団体からの幅

広い参画を得ながら、地域と学校が連携・協働した体制づくりと、より一層の連携・

強化を推進してまいります。 

   さらに、「家庭教育支援事業」につきましては、家庭教育支援チームを軸として、

親子参加型の事業の推進や保護者が気軽に相談できる話合いの場の提供、講演会の開

催を実施してまいります。また、家庭教育を充実させるため、引き続き県が進めてお

ります「家庭教育応援企業」への村内企業の参画を推進し、家庭や地域だけでなく企

業の家庭教育への理解を求めていきます。 

   「生涯学習推進事業」につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い事業

が停滞しておりましたが、村民のニーズに応じた生きがいづくりの学びの場を提供す

るため、実施方法等を工夫し、事業の展開を進めてまいります。 

   「地域ぐるみのスポーツのむらづくり」におきましては、「健康長寿の村づくり」

を図るためにも、スポーツ推進委員会、体育協会、おおたまスポーツクラブなどの活

動を核として、村民がスポーツに親しむ機会づくりを提供するとともに、誰もが生涯

にわたってスポーツに親しめるよう、スポーツを通した地域コミュニティの活性化を

図ってまいります。 

   また、中学校部活動の地域移行につきましても、他市町村の動向や国の方針なども

踏まえ、中学校をはじめ、スポーツクラブや体育協会、スポーツ少年団などの関係団

体や関係機関と連携・協力し、地域移行への基盤づくりに努めてまいります。 

   「ふるさと文化の振興」につきましては、ふるさとホールを中心とし、「おおたま

学」の活用も図りながら、貴重な歴史文化の資料展示や郷土意識の醸成を図り、学習

会の開催などにも取り組んでまいります。さらに、「おおたま遺産」の発掘調査を強

化し、未指定の文化財の指定・登録を推進してまいります。また、村内の貴重な民俗

芸能・風俗慣習、伝統技術等の継承活動を支援していくとともに、文化のつどいや文

化祭の開催により、幅広い年齢層の村民が文化・芸術に触れる機会を提供してまいり

ます。 

   ふるさとホール運営事業につきましては、引き続き村民の教養の向上と文化の振興

を図るため、村の歴史や文化に係る企画展を開催するとともに、「野内与吉コーナー」

につきまして広く周知してまいります。 
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   以上、令和５年度村政執行基本方針の説明となります。よろしくお願いいたします。 

○議長（菊地利勝） ここで、休憩のため暫時休議いたします。 

   再開は午前１１時３０分といたします。 

（午前１１時１２分） 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 再開いたします。 

（午前１１時３０分） 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 引き続き、提案理由の説明を求めます。村長。 

○村長（押山利一） 本定例会における提出議案は、条例制定案１件、条例改正案８件、

補正予算案６件、当初予算案８件、人事案件２件、その他３件、合わせて２８件であ

ります。 

   それでは、議案第１５号、大玉村個人情報の保護に関する法律施行条例の制定につ

いて説明を申し上げます。 

   ２ページをお開きください。 

   本案につきましては、個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号）が

一部改正され、国の行政機関、独立行政法人、民間事業者及び地方公共団体において、

独自の条例等で定めていた個人情報保護制度について、全国的な共通ルールが令和

５年４月１日から適用されることとなりました。 

   これに伴い、現行の大玉村個人情報保護条例を廃止し、新たに法施行に必要な事項

を規定した大玉村個人情報の保護に関する法律施行条例を制定するものであります。 

   第１条につきましては本条例の趣旨を、第２条では定義を定めるものであります。 

   第３条につきましては、個人情報ファイルの保有等に関する事前通知について、第

４条では個人情報を取り扱う事務の登録を、第５条では手数料等を、第６条では審査

会への諮問を、第７条では委任について定めるものであります。 

   次に、議案第１６号、６ページをお開きください。 

   議案第１６号、大玉村情報公開条例の一部を改正する条例について申し上げます。 

   本案につきましては、個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号）の

一部改正に伴い、新たに法施行に必要な事項を規定した大玉村個人情報の保護に関す

る法律施行条例を制定することによる一部改正であり、実施機関に「玉井財産区」を

追加するものであります。 

   次に、議案第１７号、８ページをお開きください。 

   大玉村情報公開等審査会条例の一部を改正する条例について申し上げます。 

   本案につきましては、個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号）の

一部改正及び大玉村個人情報の保護に関する法律施行条例の制定に伴う一部改正であ

ります。 

   次に、議案第１８号、１１ページをお開きください。 

   議案第１８号、大玉村行政不服審査法関係手数料条例の一部を改正する条例につい
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て申し上げます。 

   本案につきましては、個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号）の

一部改正に伴い、手数料の減免事項を定めた第４条第５項の読替規定に、「大玉村情

報公開等審査会」を加えるための一部改正であります。 

   次に、議案第１９号、１３ページをお開きください。 

   大玉村公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例の一部を改正する条例に

ついて申し上げます。 

   本案につきましては、個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号）の

一部改正により、適用となる法令等の改正が必要となったことによる一部改正であり

ます。 

   次に、議案第２０号、１５ページをお開きください。 

   大玉村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を

改正する条例について申し上げます。 

   本案につきましては、児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部を改正す

る省令（厚生労働省第１５９号）が改正されることに伴い、本条例を改正するもので

あります。 

   第６条の２は、放課後児童健全育成事業所における「安全計画の策定等」について、

第６条の３は、放課後児童健全育成事業所における「自動車を運行する場合の所在の

確認」について、第１２条の２は、放課後児童健全育成事業所における「業務継続計

画の策定等」について定めるものであります。 

   第１３条第２項は、放課後児童健全育成事業所における「衛生管理等」について、

感染症及び食中毒の予防及びまん延防止に必要な措置を明確化する内容を追加するも

のであります。 

   附則第１項では施行期日を、第２項では、第６条の２並びに第１２条の２の改正に

ついて、計画策定の義務化は令和６年３月３１日まで努力義務とする経過措置を規定

するものであります。 

   次に、議案第２１号、１９ページをお開きください。 

   大玉村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例について申し上げます。 

   本案につきましては、子ども・子育て支援法（平成２４年法律第６５号）及び学校

教育法（昭和２２年法律第２６号）並びに児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）

の一部改正に伴い、本条例の一部を改正するものであります。 

   第４条並びに第１５条につきましては、法改正による引用条項の改正であります。 

   第２６条につきましては、法改正により懲戒に係る権限の濫用禁止規定を削除する

ものであります。 

   次に、議案第２２号、２２ページをお開きください。 

   大玉村子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例について申し上げます。 

   本案につきましては、子ども・子育て支援法（平成２４年法律第６５号）の一部改
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正に伴い、本条例の一部改正を行うものであります。 

   第１条及び第２条第１項中の「第７７条」を「第７２条」に改めるものであります。 

   次に、議案第２３号、２４ページをお開きください。 

   大玉村国民健康保険条例の一部を改正する条例について申し上げます。 

   本案につきましては、出産育児一時金の支給額を規定している健康保険法施行令

（大正１５年勅令第２４３号）が改正されることから、本条例第５条に定める被保険

者が出産した場合に支給する出産育児一時金の額を、現行の「４０万８，０００円」

から「４８万８，０００円」に引き上げる改正を行うものであります。 

   なお、改正政令に準じ、施行期日を令和５年４月１日とするものであります。 

   次に、議案第２４号、２６ページをお開きください。 

   大玉村名誉村民の推戴について。 

   このたび大玉村名誉村民推戴者として提案させていただく福井トシ子氏は、本村出

身の看護師、助産師及び保健師で、現在は公益社団法人日本看護協会会長を務められ

ている方であります。 

   今までの功績としては、約３０年にわたって医療業務に従事され、平成２９年６月

より公益社団法人日本看護協会会長に就任し、全国の看護職の役割拡大の推進と人材

育成に尽力されております。 

   特にこの間、新型コロナウイルス感染症が拡大する中において、看護職員の処遇改

善や負担軽減を図るための医療体制整備に大きく貢献されたところであります。 

   これら公共福祉の増進に寄与した多大なる功績をたたえ、名誉村民として推戴させ

ていただきたく、大玉村名誉村民条例第３条の規定に基づき、議会の同意を求めるも

のであります。 

   次に、議案第２５号、２７ページをお開きください。 

   大玉村堆肥センターにおける指定管理者の指定について申し上げます。 

   本案につきましては、大玉村堆肥センターの指定管理者の指定について、地方自治

法（昭和２２年法律６７号）第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決を求め

るものであります。 

   指定管理者に管理を行わせる公の施設の名称は大玉村堆肥センターであり、指定管

理者となる団体の名称は一般社団法人大玉村農業振興公社とし、指定の期間を令和

５年４月１日から令和１０年３月３１日までとするものであります。 

   次に、議案第２６号から議案第３１号、令和４年度各会計補正予算並びに議案第

３２号から議案第３９号、令和５年度各会計予算について、概要のみご説明申し上げ、

詳細につきましては総務部長に説明をさせます。 

   それでは、補正予算書をお開きください。 

   それでは、議案第２６号、令和４年度大玉村一般会計補正予算について申し上げま

す。 

   補正予算書１ページをお開き願います。 

   第１条では、既定の予算の総額から歳入歳出それぞれ５，４７６万５，０００円を
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減額し、予算の総額を５４億９，３１０万１，０００円とするものであります。 

   第２条では、４ページから５ページに記載のとおり、地方債の補正について定めた

ものであります。 

   第３条では、６ページに記載のとおり、年度末までに竣工の見込みがない６事業に

ついて繰越明許の手続を取るものであります。 

   次に、議案第２７号、７１ページをお開きください。 

   令和４年度大玉村国民健康保険特別会計補正予算について申し上げます。 

   第１条では、既定の予算の総額に歳入歳出それぞれ１，２２６万６，０００円を追

加し、予算の総額を９億３，８４８万５，０００円とするものであります。 

   次に、議案第２８号、８１ページをお開きください。 

   議案第２８号、令和４年度大玉村玉井財産区特別会計補正予算について申し上げま

す。 

   今回の補正は、所要見込みによる歳出の調整を行い、予算の総額を変えない編成を

したものであります。 

   次に、議案第２９号、８７ページをお開きください。 

   令和４年度大玉村農業集落排水事業特別会計補正予算について申し上げます。 

   今回の補正は、農業集落排水施設の維持管理に要する経費において所要見込みによ

る歳出の調整を行い、予算の総額を変えない編成をしたものであります。 

   次に、議案第３０号、９３ページをお開きください。 

   議案第３０号、令和４年度大玉村後期高齢者医療特別会計補正予算について申し上

げます。 

   第１条では、既定の予算の総額に歳入歳出それぞれ１９万７，０００円を追加し、

予算の総額を８，１７５万５，０００円とするものであります。 

   次に、議案第３１号、１０１ページをお開きください。 

   令和４年度大玉村水道事業会計補正予算について申し上げます。 

   補正予算第２条は、予算第３条に定めた収益的収入の営業収益に１３０万円を補正

計上し、予定額の総額を１億７，１７５万５，０００円とし、収益的支出の営業費用

に５１９万２，０００円を補正計上し、予定額の総額を１億５，９３０万

４，０００円とするものであります。 

   補正予算第３条は、予算第４条に定めた資本的支出の建設費に２０９万

４，０００円を補正計上し、予定額の総額を１億３，２９２万３，０００円とし、不

足する財源は内部留保資金等で補塡するものであります。 

   続きまして、議案第３２号について、予算書のほうをご覧いただきたいと思います、

一般会計からの予算書。 

   議案第３２号、令和５年度大玉村一般会計予算について申し上げます。 

   予算書の１ページをお開きください。 

   第１条に定める予算総額は、前年度に比べ３．０％の増となる４４億４，４８０万

７，０００円となったところであります。 
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   第２条債務負担行為は、６ページに記載のとおり、期間、限度額について定めるも

のであります。 

   第３条地方債は、７ページに記載のとおり、地方道路等整備事業などに充当するた

め、地方債の目的、限度額、方法、利率等について定めるものであります。 

   ８ページをお開き願います。 

   歳入歳出予算の事項別明細書であります。歳入について、款ごとに前年度との比較

になっております。 

   １０ページは、歳出について前年度との比較、予算額の財源内訳となっております。 

   次に、議案第３３号、２１７ページをお開きください。 

   議案第３３号、令和５年度大玉村国民健康保険特別会計予算について申し上げます。 

   この会計は、第１条に定める予算の総額は、対前年度比３．５％減の８億

６，０９７万５，０００円となったところであります。 

   次に、議案第３４号、２６１ページをお開きください。 

   令和５年度大玉村玉井財産区特別会計予算について申し上げます。 

   第１条に定める予算総額は、対前年度比６９．２％増となる７３３万５，０００円

となったところであります。 

   次に、議案第３５号、２７５ページをお開きください。 

   令和５年度大玉村農業集落排水事業特別会計予算について申し上げます。 

   第１条に定める予算総額は、対前年度比１０．５％減の１億３，５０１万

６，０００円となったところであります。 

   第２条地方債は、２７８ページに記載のとおり、排水管布設工事などに充当するた

めの、地方債の目的、限度額、方法、利率等について定めるものであります。 

   次に、議案第３６号、３０１ページをお開きください。 

   令和５年度大玉村土地取得特別会計予算について申し上げます。 

   この会計は、土地開発基金による公共用地の先行取得と基金運用益の管理等を行う

ものであり、本年度予算の総額を５万２，０００円と定めるものであります。 

   次に、議案第３７号、３１３ページをお開きください。 

   令和５年度大玉村介護保険特別会計予算について申し上げます。 

   第１条に定める予算総額は、対前年度比１．５％増の７億８，３９４万

９，０００円となったところであります。 

   次に、議案第３８号、３６９ページをお開きください。 

   令和５年度大玉村後期高齢者医療特別会計予算について申し上げます。 

   第１条に定める予算の総額は、対前年度比０．２％減の７，９２５万２，０００円

となったところであります。 

   次に、議案第３９号、３８７ページをお開きください。 

   令和５年度大玉村水道事業会計予算について申し上げます。 

   それでは、項目ごとにご説明を申し上げます。 

   第２条は業務の予定量であります。給水戸数は対前年度比２２戸増の３，０１９戸、
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年間総給水量は対前年度比２．２％増の８６万２，９２０立米、１日平均給水量は

２，３６４立米とし、主な建設改良事業は、水道本管布設替工事など９，６５８万

１，０００円と定め、事業を執行するものであります。 

   第３条は、収益的収入の予定額を対前年度比４．４％増の１億７，７９０万

７，０００円、収益的支出の予定額を対前年度比１．５％増の１億５，３８４万

２，０００円と定めるものであります。 

   収入は、主に営業に対する対価の料金収入で、営業収益は対前年度比４．１％増の

１億５，１２６万２，０００円となり、加入金等の営業外収益は、対前年度比

６．０％増の２，６６４万５，０００円であります。 

   これに対する支出は、各施設等の維持管理に要する経常経費及び人件費等に要する

経費で、営業費用は対前年度比５．３％増の１億３，９２６万２，０００円となり、

企業債支払利息等に要する営業外費用は１，２５７万８，０００円、特別損失は存目

計上、予備費は２００万円であります。 

   第４条は、資本的収入及び支出の予定額を定めるものであります。 

   収入の総額は７，１７４万３，０００円であり、内訳として、国庫支出金

１，５７４万１，０００円、企業債５，６００万円、工事負担金及び他会計繰入金に

ついては存目計上であります。 

   ３８８ページをお開きください。 

   これに対する支出の総額は１億６，５０２万円であり、内訳として、国庫補助金を

活用した重要給水施設配水管事業第１９回工事及び第４水源導水管災害復旧工事など

の建設費９，７６０万９，０００円と企業債償還金６，５１４万円、予備費として

２２７万１，０００円の計上であります。この資本的収入額が支出額に対して不足す

る額９，３２７万７，０００円は、前のページをご覧いただきたいと思いますが、第

４条本文中の括弧書きで記載しております内部留保資金等を充当し、補塡するもので

あります。 

   また次のページにお戻りください。 

   第５条は企業債で、起債の目的・借入限度額などを定めるものであります。 

   第６条は一時借入金について、第７条は経費流用について、第８条は棚卸資産につ

いて定めるものであります。 

   次に、議案第４０号、議案書のほうをお開きください。 

   ４２ページをお開きください。 

   人権擁護委員候補者の推薦について申し上げます。 

   人権擁護委員法第１条に定める基本的人権の擁護、自由人権思想の普及高揚を図る

ため、渡辺光太郎氏の再任について同法第６条第３項の規定により議会の意見を求め、

法務大臣へ推薦するものであります。 

   渡辺光太郎氏につきましては、その人格、識見ともに優れており、人権擁護委員と

して適任と認められるものであります。 

   なお、人権擁護委員の任期は、同法第９条により３年となっております。 
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   また、本村において、ほかに須藤綾子氏が同委員となっております。 

   次に、議案第４１号、４３ページをお開きください。 

   区長代理の委嘱について。 

   現職の区長及び区長代理は、令和４年４月１日から令和６年３月３１日までの任期

で委嘱しており、本村行政事務の円滑な運営にご尽力をいただいております。 

   このたび、大玉８区区長代理の辞意表明により、玉井字上額沢１６番地、須藤五郎

氏を新たな区長代理として委嘱するに当たり、大玉村区長等設置条例第２条第３項の

規定により、議会の同意を求めるものであります。 

   なお、任期は、同条例第３条第２項の規定により、前任者の残任期間である令和

６年３月３１日までとなります。 

   次に、議案第４２号、４４ページ、４５ページですかね、４４、４５。 

   議案第４２号、村道路線の認定について申し上げます。 

   黒沢４号線については、建築の接道要件の適正を図るため、地元行政区長より村道

認定願いがあったことから、道路法第８条第２項の規定に基づき路線を認定するもの

であります。 

   以上のとおり、提案理由の説明を申し上げました。何とぞよろしくご審議賜ります

ようお願い申し上げます。 

○議長（菊地利勝） ここで、昼食のため暫時休議いたします。 

   再開は午後１時３０分といたします。 

（午前１１時５４分） 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 再開いたします。 

（午後１時３０分） 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 引き続き、提案理由の説明を求めます。総務部長。 

○総務部長兼総務課長（押山正弘） 命により、議案第２６号から議案第３１号、令和

４年度各会計補正予算並びに議案第３２号から議案第３９号、令和５年度各会計予算

についてご説明を申し上げます。 

   まず、補正予算関係になりますので、補正予算書のほうをご覧いただきたいと思い

ます。 

   それでは、議案第２６号、令和４年度大玉村一般会計補正予算について、歳出より

ご説明を申し上げます。 

   ２６ページをお開き願います。 

   款１議会費の議会の管理、運営に要する経費は、２６万６，０００円の減額計上で

あります。 

   款２総務費は、各事務事業経費の精査に基づき総額２，５６７万９，０００円の減

額計上であります。 

   以下、主な事務事業等について申し上げます。 
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   ２８ページをお開き願います。 

   中段の財産管理費の事項①庁舎等の維持管理に要する経費は、関東森林管理局との

協議に基づき、調査箇所が大幅に減少したことによる横堀平地内用地測量業務委託料

６６５万円の減額及び電気自動車購入経費を新型コロナウイルス感染症対策費に組み

替えたことによる４５６万円の減額を含め、合わせて１，１８５万１，０００円の減

額計上であります。 

   ３０ページをお開き願います。 

   中段の基金費は、ふるさと応援基金積立金１，２５０万円の補正計上であります。 

   ３２ページをお開き願います。 

   中段の国内外交流費の事項②台湾交流事業に要する経費は、新型コロナウイルス感

染症の影響により派遣事業が中止となったことにより、７２９万円を減額するもので

あります。 

   下段の新型コロナウイルス感染症対策費の事項①庁舎等感染防止対策に要する経費

から３６ページ下段の事項㉘プレミアム商品券に要する経費までは、支出見込額等の

精査により各事業間の調整を行っております。 

   ３６ページ下段の事項㉙電気自動車購入に要する経費は、財産管理費からの組み替

えを行い、４６０万円の補正計上であります。 

   ４０ページをお開き願います。 

   中段の款３民生費は、各事務事業経費の精査に基づき総額３，９６７万

５，０００円の減額計上であります。 

   主な事業として、事項⑥国保特別会計に要する経費は、負担すべき額の確定に伴う

国民健康保険特別会計繰出金７６１万９，０００円の補正計上であります。 

   ４４ページをお開き願います。 

   上段の児童福祉総務費の事項③少子化対策に要する経費は、すこやか祝金１件分で

３０万円の補正計上であります。 

   ４６ページをお開き願います。 

   上段の款４衛生費は、総額１，９２０万４，０００円の減額計上であり、いずれも

事務事業の確定や所要見込みの精査等による計上であります。 

   ４８ページをお開き願います。 

   下段の款６農林水産業費は、総額４７２万１，０００円の補正計上であります。 

   主な事業として、下段の農業振興費の事項①農業振興に要する共通経費では、

５１ページをお開きいただきまして、上段にございます２４．積立金において、１団

体からの農業振興費寄付金５００万円を基金に積み立てるものであります。 

   下段の林業振興費の事項①林業の振興に要する経費は、森林環境譲与税基金積立金

１６４万８，０００円など、合わせて１６３万９，０００円の補正計上であります。 

   ５２ページをお開き願います。 

   款７商工費は、総額１，９５０万４，０００円の補正計上であります。 

   主な事業として、商工振興費の商工業の振興に要する経費では、地元消費の拡大と
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地域経済の活性化を目的としたプレミアム商品券発行事業補助金６００万円を補正計

上し、新年度への繰り越しにより事業を継続するものであります。 

   ５４ページをお開き願います。 

   上段の観光費の事項③アットホームおおたま管理に要する経費は、利用客数の減少

及び電気、ガス、その他原材料費等の高騰に対応したアットホーム指定管理業務委託

料１，３００万円の補正計上であります。 

   中段の款８土木費は、総額２，０８０万３，０００円の補正計上であります。 

   下段の住宅管理費の事項①公営住宅の管理に要する経費は、村営住宅等管理基金へ

の積立金３，０００万円の補正計上であります。 

   ５６ページをお開き願います。 

   中段の款９消防費は、３３万円の減額計上であります。 

   ５８ページをお開き願います。 

   款１０教育費は、総額６２万７，０００円の減額計上であり、各項いずれも事務事

業の確定や所要見込みの精査等による計上であります。 

   ６６ページをお開き願います。 

   ６８ページにかけましての款１１災害復旧費は、事務事業の確定や所要見込みの精

査等により１，９２７万８，０００円の減額計上であります。 

   ６８ページをお開き願います。 

   下段の款１４予備費は、財源を調整し４０１万２，０００円の補正計上であります。 

   続きまして、歳入についてご説明申し上げます。 

   １０ページをお開き願います。 

   款１村税は、収入見込額の増加等により、個人村民税で１１４万８，０００円、法

人村民税で１，３８１万１，０００円、固定資産税で４，０９４万７，０００円の補

正計上であります。 

   軽自動車税は環境性能割と種別割で１５７万５，０００円、たばこ税は

１，０７０万円、入湯税は６３万２，０００円の補正計上であります。 

   １２ページをお開き願います。 

   款２地方譲与税の自動車重量譲与税は１６２万９，０００円、森林環境譲与税は

１６４万８，０００円の補正計上であります。 

   款３利子割交付金は１６万２，０００円の減額、款４配当割交付金は１１１万

３，０００円、款６法人事業税交付金は１７７万７，０００円、款８ゴルフ場利用税

交付金は４４７万６，０００円の補正計上であります。 

   款１１地方交付税は、追加交付となる普通交付税交付金で４，９３３万

９，０００円、特別交付税交付金で５５１万４，０００円の補正計上であります。 

   款１３分担金及び負担金の災害復旧費分担金は、４６万７，０００円の補正計上で

あります。 

   １４ページをお開き願います。 

   款１４使用料及び手数料は、４万９，０００円の減額計上であります。 
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   中段から１６ページ中段にかけての款１５国庫支出金は、各事業に対する収入見込

みの精査により、総額４，４６３万１，０００円の減額計上であります。 

   １６ページをお開き願います。 

   下段から２０ページ上段にかけての県支出金も、各事業に対する収入見込みの精査

により、総額１，１９４万５，０００円の減額計上であります。 

   款１８寄付金は、１団体からの寄附金で３万円、ふるさと納税寄付金で

１，０００万円、農業費寄付金は１団体からの寄附金で５００万円の補正計上であり

ます。 

   款１９繰入金は、財政調整基金の取崩しを１億円減額するほか、ふるさと応援基金

取崩しで６４４万２，０００円、大玉村新型コロナウイルス感染症対策利子補給基金

取崩しで１０万１，０００円、災害対策基金取崩しで１，６４７万９，０００円、森

林環境譲与税基金取崩しで９，０００円、農業振興基金取崩しで１２０万円をそれぞ

れ減額計上するものであります。 

   ２２ページをお開き願います。 

   款２１諸収入の延滞金は５８万８，０００円の増額、村預金利子は４万円の減額、

受託事業収入は１１８万６，０００円の減額、雑入は３８万５，０００円の補正計上

であります。 

   款２２村債は、民生債で６００万円、土木債で４９０万円、消防債で５０万円、災

害復旧債で１，１９０万円をそれぞれ減額計上するものであります。 

   以上、一般会計補正予算についてご説明を申し上げました。 

   次に、議案第２７号、令和４年度大玉村国民健康保険特別会計補正予算について、

歳出よりご説明を申し上げます。 

   ７６ページをお開き願います。 

   款１総務費の連合会負担金は、国保事業報告システム運営負担金１６万

５，０００円の補正計上であります。 

   款３国民健康保険事業納付金は、財源調整であります。 

   款５保健事業費は、２万円の補正計上であります。 

   ７８ページをお開き願います。 

   款８諸支出金の保険給付費等交付金償還金は、１７万５，０００円の補正計上であ

ります。 

   款９予備費は、財源を調整し１，１９０万６，０００円の補正計上であります。 

   続きまして、歳入についてご説明申し上げます。 

   ７４ページをお開き願います。 

   款１国民健康保険税の一般被保険者国民健康保険税は、総額３８１万９，０００円

の補正計上であります。 

   款５繰入金の一般会計繰入金は、負担割合に基づき総額７６１万９，０００円の補

正計上であります。 

   款７諸収入の一般被保険者延滞金は、８２万８，０００円の補正計上であります。 
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   以上、大玉村国民健康保険特別会計補正予算についてご説明を申し上げました。 

   次に、議案第２８号、令和４年度大玉村玉井財産区特別会計補正予算について。 

   それでは、歳出よりご説明を申し上げます。 

   ８４ページをお開き願います。 

   款１総務費の一般管理費は、研修中止に伴い関係経費４３万６，０００円の減額計

上であります。 

   款３予備費は、財源を調整し４３万６，０００円の補正計上であります。 

   以上、大玉村玉井財産区特別会計補正予算についてご説明申し上げました。 

   次に、議案第２９号、令和４年度大玉村農業集落排水事業特別会計補正予算につい

て。 

   それでは、歳出よりご説明を申し上げます。 

   ９０ページをお開き願います。 

   款１維持費の農業集落排水施設維持管理費は、所要見込みの精査を行い、項目間の

組み替えを行っております。 

   以上、大玉村農業集落排水事業特別会計補正予算についてご説明を申し上げました。 

   次に、議案第３０号、令和４年度大玉村後期高齢者医療特別会計補正予算について。 

   それでは、歳出よりご説明を申し上げます。 

   ９８ページをお開き願います。 

   款２後期高齢者医療広域連合納付金は、保険料軽減相当分の負担額確定に伴い、広

域連合への納付金１３３万１，０００円の補正計上であります。 

   款３保健事業費は、１１３万４，０００円の減額計上であります。 

   続きまして、歳入についてご説明を申し上げます。 

   ９６ページをお開き願います。 

   款４繰入金の一般会計繰入金は１１３万４，０００円の減額、保険基盤安定繰入金

は１３３万１，０００円の補正計上であります。 

   以上、大玉村後期高齢者医療特別会計補正予算についてご説明を申し上げました。 

   次に、議案第３１号、令和４年度大玉村水道事業会計補正予算について。 

   １０２ページをお開き願います。 

   １０２ページにつきましては、予算実施計画であります。ご覧をいただければと思

います。 

   １０４ページをお開き願います。 

   補正内容の明細書であります。 

   収益的収入の項１営業収益は、消火栓移設等工事補償費１３０万円の補正計上であ

ります。 

   収益的支出の項１営業費用は、原水及び浄水費で１９万４，０００円、配水及び給

水費で２８０万円、総係費で１１５万８，０００円、資産減耗費で１０４万円の補正

計上であります。 

   下段の資本的支出の項１建設費は、重要給水配水管事業第１８回工事費２０９万
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４，０００円の補正計上であります。 

   以上、大玉村水道事業会計補正予算についてご説明申し上げました。 

   続きまして、当初予算のご説明になりますので、この桜色の予算書のほうをご覧い

ただければと思います。 

   次に、議案第３２号、令和５年度大玉村一般会計予算についてご説明を申し上げま

す。 

   それでは、歳出から款ごとにご説明申し上げます。 

   ４２ページをお開き願います。 

   款１議会費は、議会の管理、運営に要する経費として、対前年度比１．５％増の

６，９１８万円の計上であります。 

   ４４ページをお開き願います。 

   款２総務費は、対前年度比６．１％増の６億９，０３４万１，０００円の計上であ

ります。 

   一般管理費の事項①三役、職員の人件費及び庁内一般管理に要する経費は、２億

４，０５０万６，０００円の計上であります。 

   以下、重点事務事業及び新規事業など、主な事業等について申し上げます。 

   ５４ページをお開き願います。 

   下段から５６ページにかけての企画費の事項①企画事務に要する経費では、名誉村

民顕彰事業経費や（仮称）子育て支援センター設計監修業務委託料３５４万

２，０００円など、合わせて９２７万５，０００円の計上であります。 

   ５８ページをお開き願います。 

   中段の事項⑤定住促進対策に要する経費では、県外からの移住や子育て世帯の移住

を促進するための、来て「おおたまむら」住宅取得支援事業補助金１，０００万円や、

多世代同居・近居住宅取得支援事業補助金４００万円など、合わせて１，６５０万円

の計上であります。 

   下段から６０ページにかけての事項⑥地方創生の推進に要する経費は、結婚支援事

業としての婚活イベントセミナー業務委託料３２１万２，０００円など、合わせて

６０３万８，０００円の計上であります。 

   事項⑦再エネアグリプロジェクト事業に要する経費は、農福連携推進事業計画立案

支援業務委託料６００万円など、合わせて６４０万５，０００円の計上であります。 

   ６６ページをお開き願います。 

   国内外交流費の事項①国内外交流事業に要する経費は、マチュピチュ村長等来村に

係る交流事業経費など、合わせて６９９万６，０００円の計上であります。 

   事項②台湾交流事業に要する経費は、大竹国民中学の来村受入れに要する経費及び

本年度の対象生徒を台湾に派遣するための経費として、合わせて７６３万

７，０００円の計上であります。 

   ７２ページをお開き願います。 

   選挙費では、下段から７４ページにかけての大玉村議会議員一般選挙費で



 

- 29 - 

 

１，６４３万７，０００円、福島県議会議員一般選挙費で６３２万１，０００円の計

上であります。 

   ７８ページをお開き願います。 

   下段の款３民生費は、対前年度比０．９％増の１１億２，０６８万９，０００円の

計上であります。 

   社会福祉総務費の事項①職員人件費等、社会福祉に係る共通経費は、３，４０２万

円の計上であります。 

   以下、主な事業等について申し上げます。 

   ８０ページをお開き願います。 

   中段の事項③社会福祉協議会に要する経費は、指定管理業務委託料５，５０２万

１，０００円、社会福祉協議会運営補助金２，２７８万９，０００円の計上でありま

す。 

   下段から８２ページにかけての事項⑥国保特別会計に要する経費は、保険基盤安定

負担金などの国民健康保険特別会計繰出金７，７９３万６，０００円の計上でありま

す。 

   ８４ページをお開き願います。 

   障がい者福祉費の事項③障害者総合支援法に要する経費は、各給付費を含め２億

８６２万６，０００円の計上であります。 

   中段から８６ページにかけての老人福祉費の事項①職員人件費等、老人福祉に係る

共通経費は、介護保険特別会計繰出金１億１，７４０万円を含め、合わせて１億

３，１４９万６，０００円の計上であります。 

   ８８ページをお開き願います。 

   中段の事項⑥後期高齢者医療制度に要する経費は、９，８５６万１，０００円の計

上であります。 

   ９２ページをお開き願います。 

   中段の児童福祉総務費の事項⑤子ども・子育て支援に要する経費は、保育所の運営

主体である村社会福祉協議会に交付する子どものための教育・保育給付費補助金１億

７，０００万円など、合わせて１億７，８８１万１，０００円の計上であります。 

   ９６ページをお開き願います。 

   中段の款４衛生費は、対前年度比１１．８％増の３億６，０９６万２，０００円の

計上であります。 

   １００ページをお開き願います。 

   主な事業として、下段から１０２ページにかけての保健衛生総務費の事項⑧健康長

寿推進事業に要する経費は、健康長寿の３本柱である「食」、「運動」、「社会参加」

を推進するための経費１１４万８，０００円の計上であります。 

   １０６ページをお開き願います。 

   予防費の事項⑥新型コロナウイルスワクチン接種に要する経費は、全額国庫負担と

なる４，４７３万３，０００円を計上し、ワクチン接種業務に取り組むものでありま
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す。 

   １１０ページをお開き願います。 

   環境衛生費の事項⑤再生可能エネルギー利用促進に要する経費は、発電電力買取り

制度の終了を迎える太陽光発電設備設置住宅を対象とした蓄電池導入補助金を含め、

３７５万円の計上であります。 

   １１２ページをお開き願います。 

   中段の款５労働費は、前年度と同額の２０万円の計上であります。 

   款６農林水産業費は、対前年度比１７．５％増の５億２，０４５万１，０００円の

計上であります。 

   １１４ページをお開き願います。 

   主な事業として、下段から１１６ページにかけての農業振興費の事項①農業振興に

要する共通経費では、大玉産米のブランド化構想策定業務委託料３００万円や、農業

機械等共同利用への購入補助１，２２９万２，０００円、農耕用運転免許取得補助な

どの各種支援策のほか、飼料用米等を対象とした新規需要米推進対策事業補助金

２２５万円を含め、合わせて３，５５１万円の計上であります。 

   １１８ページをお開き願います。 

   下段の事項⑤農業サポートセンターの管理運営に要する経費では、指定管理業務委

託料５４０万円など、合わせて５９０万円の計上であります。 

   １２２ページをお開き願います。 

   下段の畜産業費の事項②堆肥センター運営に要する経費では、施設の管理者を農業

振興公社とするための指定管理業務委託料３５０万円など、合わせて３８７万

２，０００円の計上であります。 

   下段から１２４ページにかけての農地費の事項①農業農村整備に要する経費では、

荒池地区を対象とした県営農村地域防災減災事業負担金１，２６５万円など、合わせ

て１，５７８万５，０００円の計上であります。 

   １２６ページをお開き願います。 

   下段から１２８ページにかけての林業振興費の事項①林業の振興に要する経費は、

ふくしま森林再生事業委託料１億３，６１５万円や、広葉樹林再生事業委託料

４，６４０万円など、合わせて１億９，１１１万円の計上であります。 

   １２８ページ下段から１３０ページにかけての事項⑤有害鳥獣被害防止対策に要す

る経費は、鳥獣被害防止柵設置事業補助金２６０万円など、引き続きイノシシ被害対

策に取り組むための経費、合わせて５１７万円の計上であります。 

   １３０ページをご覧いただきまして、款７商工費は、対前年度比１８．２％増の

１億１９万５，０００円の計上であります。 

   主な事業として、中段の商工振興費の商工業の振興に要する経費は、基金を活用し

た新型コロナウイルス対策特別資金制度等利子補給補助金３４０万円や、商工会運営

費補助金９７９万５，０００円など、合わせて２，７８２万３，０００円の計上であ

ります。 
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   １３４ページをお開き願います。 

   中段の観光費の事項③アットホームおおたま管理に要する経費は、指定管理業務委

託料２，０００万円など、合わせて２，０９５万３，０００円の計上であります。 

   款８土木費は、対前年度比２２．３％減の２億６，３８０万８，０００円の計上で

あります。 

   １３８ページをお開き願います。 

   主な事業として、中段の道路新設改良費の道路新設改良に要する経費は、

９，４７７万円を計上し、細田・矢沢線（外）の用地測量や、西部幹線横断道路及び

南町・石橋線の道路改良等に取り組むものであります。 

   １４０ページをお開き願います。 

   下段の都市計画総務費の都市計画の管理事務に要する経費は、引き続きスマートイ

ンターチェンジの立地に向けた検討業務委託料６００万円など、合わせて７１３万

９，０００円の計上であります。 

   １４２ページをお開き願います。 

   中段の住宅管理費の事項①公営住宅の管理に要する経費は、村営住宅等管理基金積

立金１，０００万円など、合わせて１，１４７万８，０００円の計上であります。 

   １４４ページにかけての事項②特定公共賃貸住宅の管理に要する経費は、交付金の

活用による西庵団地外壁改修工事費１，３２０万円など、合わせて１，７０７万

１，０００円の計上であります。 

   １４４ページ下段にございます款９消防費は、対前年度比５．５％増の２億

３，９４０万５，０００円の計上であります。 

   常備消防費の常備消防に要する経費は、安達地方広域行政組合消防費負担金１億

９，１９５万３，０００円の計上であります。 

   １４６ページをお開き願います。 

   中段から１４８ページにかけての消防施設費の消防施設の整備に要する経費は、

５分団１方部の小型動力ポンプ付積載車１台の更新経費１，０００万円や、自主防災

組織活動支援事業補助金１０万円など、合わせて１，８５８万５，０００円の計上で

あります。 

   １４８ページ中段にございます款１０教育費は、対前年度比７．６％増の５億

９，９５４万２，０００円の計上であります。 

   １５０ページをお開き願います。 

   主な事業として、事務局費の事項②教委事務局の管理運営に要する経費は、学校給

食費に係る保護者負担の軽減を図るための学校給食費補助金２，８０１万

２，０００円など、合わせて４，７６１万円の計上であります。 

   １５４ページをお開き願います。 

   中段の事項⑦特別支援教育支援員配置に要する経費は、各学校、幼稚園を対象に合

わせて９名の支援員を配置するための経費１，４８２万７，０００円の計上でありま

す。 
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   １５６ページをお開き願います。 

   下段から１５８ページにかけての事項⑫学校ＩＣＴ推進に要する経費は、小中学校

に導入を進めた学習用タブレット端末の利活用を図るためのＩＣＴ支援担当指導主事

の配置経費を含め、合わせて１，６４０万２，０００円の計上であります。 

   このページの中段から１６４ページ下段にかけましては、玉井・大山両小学校に係

る学校管理費と教育振興費、合わせて３，８０３万１，０００円の計上であります。 

   １６４ページをお開き願います。 

   このページの下段から１６８ページ下段にかけての中学校費は、総額２，１９６万

３，０００円の計上でございます。 

   １６８ページをお開き願います。 

   このページの下段から１７４ページ中段にかけての幼稚園費は、玉井・大山両幼稚

園における管理運営経費等、総額１億６，７９２万２，０００円の計上でございます。 

   １７８ページをお開き願います。 

   中段の社会教育総務費の事項⑤地域学校協働活動事業に要する経費は、６９５万

８，０００円を計上し、地域と学校の連携・協働による豊かな学びを支える環境づく

りに取り組むものであります。 

   １８４ページをお開き願います。 

   このページの下段から１８６ページ中段にかけての保健体育総務費の事項①社会体

育振興に要する経費は、１８７ページのほうをご覧いただきますと、健康マラソン大

会やおおたまウォークなどの開催経費を含め、合わせて６５４万２，０００円の計上

であります。 

   １９０ページをお開き願います。 

   体育施設費の事項②プール・テニスコートの管理に要する経費は、合わせて

１，９８３万６，０００円の計上であります。 

   給食センター費の給食センター共同事業に要する経費は、設備改修負担金

１，８０５万４，０００円など、共同事業に係る負担金７，６６８万１，０００円の

計上であります。 

   下段の款１１災害復旧費は、総額２８４万円の計上であります。 

   １９２ページをお開き願います。 

   中段の土木施設災害復旧費の土木施設災害復旧に要する経費では、大作田１号線地

すべり対策安定評価業務委託料２７５万円を計上しております。 

   下段の款１２公債費は、元金と利子償還を合わせ、対前年度比８．１％減に当たる

４億２，３５３万１，０００円の計上であります。 

   １９４ページをお開き願います。 

   款１３諸支出金は存目２万円、款１４予備費は、調整財源として５，３６４万

３，０００円の計上であります。 

   続きまして、歳入についてご説明申し上げます。 

   １２ページをお開き願います。 
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   款１村税は、対前年度比１．３％増の９億３，２６７万９，０００円の計上であり

ます。 

   個人村民税は、７．０％減の３億２，３３５万８，０００円、法人村民税は、

１１．８％増の３，１０８万９，０００円の計上であります。 

   固定資産税は、対前年度比７．５％増の４億５，０３１万９，０００円、軽自動車

税は、環境性能割と種別割の総額で５．８％増の３，９８１万２，０００円、たばこ

税は、０．３％減の７，３０９万４，０００円を計上したものであります。 

   １４ページをお開き願います。 

   入湯税は、課税人員を７万１０６人と見込み、１，０５１万５，０００円の計上で

あります。 

   款２地方譲与税は、対前年度比７．８％増の６，６５８万１，０００円、款３利子

割交付金は３０万円、款４配当割交付金は３００万円、款５株式等譲渡所得割交付金

は１００万円の計上であります。 

   １６ページをお開き願います。 

   款６法人事業税交付金は９３７万４，０００円、款７地方消費税交付金は、一般財

源枠と社会保障財源枠における前年度実績を考慮し１億９，２１４万４，０００円の

計上であります。 

   款８ゴルフ場利用税交付金も、前年度実績を考慮し１，３２７万６，０００円、款

９環境性能割交付金は、４００万円の計上であります。 

   款１０地方特例交付金は、住宅ローン減税等に係る減収補塡分で１，５６４万

９，０００円の計上であります。 

   款１１地方交付税は、対前年度比２．２％増の１６億２６２万１，０００円の計上

であります。 

   普通交付税は、対前年度比１．５％増に当たる１５億２，７４２万１，０００円の

計上であり、これは前年度実績等を勘案して積算計上したものであります。 

   また、特別交付税交付金は５，０００万円、ふくしま森林再生事業に充当となる震

災復興特別交付税交付金は２，５２０万円の計上であります。 

   款１２交通安全対策特別交付金は、対前年度比１２．４％減の１４９万円の計上で

あります。 

   １８ページをお開き願います。 

   款１３分担金及び負担金は２２０万９，０００円、２０ページにかけての款１４使

用料及び手数料は３，４０８万１，０００円の計上であります。 

   ２０ページをお開き願います。 

   下段から２６ページにかけての款１５国庫支出金は、対前年度比０．３％増の４億

８，５３３万９，０００円の計上であります。 

   ２２ページをお開き願います。 

   上段の民生費国庫負担金の児童福祉費負担金は、保育所の運営を村社会福祉協議会

に移管した「公私連携型保育所」を対象とした国庫負担金６，８１８万５，０００円
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を含め、１億８，８０６万１，０００円の計上であります。 

   衛生費国庫負担金は、国庫負担１０分の１０で実施する新型コロナウイルスワクチ

ン接種対策事業費１，８２１万６，０００円の計上であります。 

   ２４ページをお開き願います。 

   衛生費国庫補助金は、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金

２，６５１万７，０００円を含め、合わせて３，５５５万５，０００円の計上であり

ます。 

   土木費国庫補助金は、南町・石橋線道路改良事業を対象とした社会資本整備総合交

付金１，２２５万円を含め、合わせて３，２０３万１，０００円の計上であります。 

   ２６ページをお開き願います。 

   款１６県支出金は、対前年度比１５．０％増の５億２，９８４万４，０００円の計

上であります。 

   民生費県負担金の児童福祉費負担金は、国庫負担金と同様に、保育所の運営を村社

会福祉協議会に移管した「公私連携型保育所」を対象とした県負担金３，４０９万

２，０００円を含め、６，２４６万２，０００円の計上であります。 

   ３０ページをお開き願います。 

   上段の農林水産業費県補助金の林業費補助金は、ふくしま森林再生事業費１億

１，１１０万円など、合わせて１億６，１７６万５，０００円の計上であります。 

   下段の総務費委託金の選挙費委託金は、福島県議会議員一般選挙の執行経費交付金

など、合わせて６３２万２，０００円の計上であります。 

   ３２ページをお開き願います。 

   中段の款１７財産収入は、対前年度比０．２％増の１，２１２万８，０００円の計

上であります。 

   ３４ページをお開き願います。 

   中段の款１８寄付金は、ふるさと納税寄付金の増収を見込み、対前年度比

６０．０％増の４，０００万１，０００円の計上であります。 

   款１９繰入金は、対前年度比４．３％増の２億４，８２６万円の計上であります。 

   下段の基金繰入金では、財政調整基金取崩しで２億円、減債基金取崩しで

３，０００万円、放射能測定装置点検校正費に充当となる復興基金取崩しで１９万

８，０００円、中学生を台湾に派遣する「友好の翼」やマチュピチュ村交流事業等に

充当となるふるさと応援基金取崩しで１，３０６万円、新型コロナウイルス感染症対

策利子補給基金取崩しで３４０万円、３６ページをご覧いただきまして、上段にござ

います農業振興基金取崩しで１６０万円と、それぞれの事務事業に充当するための計

上であります。 

   款２０繰越金は、前年度と同額の８，０００万円の計上であります。 

   款２１諸収入は、対前年度比２０．４％減の３，４５３万１，０００円の計上であ

ります。 

   ４０ページをお開き願います。 
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   中段の款２２村債は、対前年度比２０．５％減の１億３，６３０万円の計上であり

ます。 

   なお、下段の臨時財政対策債は、地方の財源不足を普通交付税と併せて補うために

その発行が認められる一般財源的な起債でありますが、現時点においては、大幅に引

き下げる国の方針を受け、対前年度比５４．２％減の２，２９０万円を計上したとこ

ろであります。 

   １９６ページ、飛びますが、お開き願います。 

   このページは、地方債の現在高の見込みに関する調書であります。 

   １９７ページ右下の額、３６億２，１０９万７，０００円が令和５年度末の現在高

見込額であります。 

   その上の数字、１６億１，３７１万４，０００円は、地方交付税に代わって自治体

が起債を発行する「臨時財政対策債」の令和５年度末現在高見込額であります。起債

の現在高総額の４４．６％を占めるものであります。 

   ページめくっていただきまして、１９８ページは、債務負担行為に関する支出予定

額等に関する調書であり、本宮方部学校給食センター設備改修事業３件となっており

ます。 

   ２００ページからは給与費の明細について、２１４ページは性質別・目的別の歳出

予算分類表を掲載しております。 

   以上、一般会計予算についてご説明を申し上げました。 

   次に、議案第３３号、令和５年度大玉村国民健康保険特別会計予算についてご説明

を申し上げます。 

   ２３２ページをお開き願います。 

   それでは、歳出よりご説明申し上げます。 

   款１総務費は、対前年度比８．１％増の２，１７２万７，０００円の計上でありま

す。 

   主に、事務従事者の人件費や電算処理業務委託料等、一般管理経費の計上でありま

す。 

   ２３４ページをお開き願います。 

   下段の款２保険給付費は、対前年度比２．４％減の６億２１２万７，０００円の計

上であります。 

   医療費の減少が見込まれるため、一般被保険者療養給付費は５億１，６１６万

４，０００円の計上であります。 

   以下、各目ごとに所要の予算計上をしたものであります。 

   ２３６ページをご覧いただきまして、このページの下段からは、高額療養費に係る

計上をしております。 

   ２３８ページをお開きいただきまして、このページ中段から２４０ページにかけて

は、移送費、出産育児諸費、葬祭諸費、傷病手当金の計上をしております。 

   ２４０ページをお開き願います。 
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   下段の款３国民健康保険事業費納付金は、対前年度比７．７％減の２億

１，６３１万３，０００円の計上であります。 

   ２４２ページ中段にかけましては、対象となる医療給付費分や後期高齢者支援金等

分、介護納付金分について、福島県から示された算定基準に基づき算出し、福島県に

納付するものであります。 

   ２４２ページをご覧いただきまして、下段からの款４財政安定化基金拠出金は、存

目計上であります。 

   一番下の行にあります款５保健事業費は、対前年度比０．３％増の１，７６３万

２，０００円の計上であり、引き続き、特定健康診査等の事業を実施するための経費

や、国保被保険者の人間ドック事業などに要する経費の計上であります。 

   ２４４ページをご覧いただきまして、下段の款６基金積立金は１万円の計上であり

ます。 

   ２４６ページをお開き願います。 

   款７公債費は、存目計上であります。 

   中段から２４８ページにかけての款８諸支出金は、保険税還付金等１１６万

３，０００円の計上であります。 

   ２４８ページの下段にございます款９予備費は、調整財源として２００万円の計上

であります。 

   続きまして、歳入についてご説明申し上げます。 

   ２２４ページをお開き願います。 

   款１国民健康保険税は、対前年度比８．２％減の１億５，９３８万８，０００円の

計上であります。 

   国保税につきましては、現時点において、県支出金等の動向、歳出における各種納

付金等の額が未確定であるため、前年度剰余金等も含め、６月の本算定において精査

していくこととしております。 

   款２国庫支出金は、災害臨時特例補助金の存目計上であります。 

   下段から２２６ページにかけての款３県支出金は、広域化に伴う一括交付により、

対前年度比２．７％減の６億６６３万８，０００円の計上であり、療養給付費等に充

当となる普通交付金で５億９，２７３万円、傷病手当金や特定健康診査等事業費に充

当となる特別交付金で１，３９０万７，０００円の計上であります。 

   ２２６ページ中段にございます款４財産収入は、預金利子で１万円の計上でありま

す。 

   ２２８ページ中段にかけての款５繰入金は、対前年度比０．３％増の９，４８６万

４，０００円であり、２２８ページ中段の国民健康保険財政調整基金繰入金では、

１，０００万円の基金取崩しを計上したところであります。 

   款６繰越金は、存目計上であります。 

   下段から２３０ページにかけての款７諸収入は７万２，０００円の計上であり、款

８村債は存目計上であります。 
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   ２５０ページからは、給与費明細書であります。 

   以上、大玉村国民健康保険特別会計予算についてご説明申し上げました。 

   次に、議案第３４号、令和５年度大玉村玉井財産区特別会計予算について。 

   それでは、歳出よりご説明を申し上げます。 

   ２７０ページをお開き願います。 

   款１総務費は、管理会委員、補助員の人件費や管理会委員等改選に伴う経費として、

対前年度比８８．９％増の２５５万８，０００円の計上であります。 

   款２農林水産業費は、対前年度比７５．８％増の４６３万９，０００円の計上であ

ります。 

   引き続き、小高倉山地内や東光地内等における下刈りや枝打ち等の作業に要する経

費等や、小高倉山地内に係る植林等業務委託料の計上であります。 

   ２７２ページをご覧いただきまして、款３予備費は、１３万８，０００円の計上で

あります。 

   続きまして、歳入についてご説明申し上げます。 

   ２６８ページをお開き願います。 

   款１財産収入は、前年度と同額の３３３万３，０００円の計上であり、主に北上台

のゴルフ場用地に係る土地貸付料等を見込んでおります。 

   款２繰越金は、２００万円の計上であります。 

   款３繰入金は、植林等業務委託料に充当となる基金取崩しで２００万円の計上であ

ります。 

   款４諸収入は、存目計上であります。 

   以上、玉井財産区特別会計予算についてご説明申し上げました。 

   次に、議案第３５号、令和５年度大玉村農業集落排水事業特別会計予算について。 

   それでは、歳出よりご説明申し上げます。 

   ２８６ページをお開き願います。 

   款１維持費は、職員給与費や処理施設に係る維持管理等に要する経費として、対前

年度比１３．６％減の６，５０９万６，０００円の計上であり、南町・石橋線（外）

の道路改良工事に併せて実施する排水管布設工事費６３０万円や、大山第１浄化セン

ター排気ファン更新工事費６５０万円を計上しております。 

   ２８８ページをお開き願います。 

   款２公債費は、長期債の元利償還金として、対前年度比７．６％減の６，９４２万

円の計上であります。 

   款３予備費は、５０万円の計上であります。 

   続きまして、歳入についてご説明申し上げます。 

   ２８４ページをお開き願います。 

   款１使用料及び手数料は、対前年度比３．０％増の６，４４４万４，０００円の計

上であり、新規加入を含む加入見込数８４２件に係る施設使用料を見込んでおります。 

   款２繰入金の一般会計繰入金は、公債費償還充当財源として対前年度比１．２％増
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の５，２６６万８，０００円の計上であります。 

   款３繰越金、款４諸収入は、それぞれ存目計上であります。 

   款５村債は、排水管布設工事に充当となる下水道事業債１，７９０万円の計上であ

ります。 

   ２９０ページをご覧いただきますと、地方債の現在高の見込みに関する調書であり

ます。 

   ２９２ページからは、給与費の明細書であります。 

   以上、大玉村農業集落排水事業特別会計予算についてご説明申し上げました。 

   次に、議案第３６号、令和５年度大玉村土地取得特別会計予算について。 

   それでは、歳出よりご説明申し上げます。 

   ３１０ページをお開き願います。 

   款１土地開発基金費は、預金利子を基金に積み立てるもので、２，０００円の計上

であります。 

   款２土地取得費は、存目４万円の計上であります。 

   款３予備費は、１万円の計上であります。 

   続きまして、歳入についてご説明申し上げます。 

   ３０８ページをお開き願います。 

   款１財産収入は、基金利子２，０００円の計上であります。 

   款２繰入金は、５万円の計上であります。 

   以上、大玉村土地取得特別会計予算についてご説明申し上げました。 

   次に、議案第３７号、令和５年度大玉村介護保険特別会計予算について。 

   それでは、歳出よりご説明を申し上げます。 

   ３３４ページをお開き願います。 

   款１総務費は、対前年度比２．８％減の１，９５８万６，０００円の計上であり、

職員給与費や介護認定審査経費等を計上しております。 

   ３３８ページをお開き願います。 

   款２保険給付費は、対前年度比１．８％増の７億２，３００万円の計上であります。 

   介護サービス等諸費では、居宅介護サービス給付費や地域密着型介護サービス給付

費、施設介護サービス給付費など、要介護認定者が利用できる各種サービスを計上し

ております。 

   ３４０ページをお開き願います。 

   介護予防サービス等諸費では、要支援認定者が利用できる各種予防サービスを計上

しております。 

   ３４２ページをお開き願います。 

   中段の高額介護サービス等費では、基準額を超えた自己負担額に対する給付費の計

上であり、下段の高額医療合算介護サービス等費は、高額医療と高額介護の合算制度

による給付費の計上であります。 

   ３４４ページをお開き願います。 



 

- 39 - 

 

   中段の特定入所者介護サービス等費は、低所得者の施設入所に係る食費や居住費の

給付であります。 

   ３４６ページをお開き願います。 

   款３財政安定化基金拠出金は、存目計上であります。 

   中段の款４地域支援事業費は、対前年度比１．４％減の４，０２９万９，０００円

の計上であります。 

   要支援者等に対する訪問介護や通所介護サービス提供に要する経費や、高齢者の介

護予防を推進するための経費の計上であります。 

   ３５０ページをお開き願います。 

   中段の款５基金積立金は、利子積立金１万円の計上であり、款６公債費は存目計上

であります。 

   下段から３５２ページにかけての款７諸支出金は、保険料の還付金等５万

２，０００円、３５２ページの下段にございます款８予備費は、調整財源として

１００万円の計上であります。 

   続きまして、歳入についてご説明申し上げます。 

   ３２０ページをお開き願います。 

   款１介護保険料は、第１号被保険者介護保険料で、対前年度比０．２％減の１億

７，１８５万７，０００円の計上であります。 

   款２使用料及び手数料は、存目計上であります。 

   款３国庫支出金は、対前年度比１．０％増の１億７，６１３万２，０００円の計上

であり、介護給付費負担金で１億２，６３５万１，０００円、下段の財政調整交付金

で３，６１５万１，０００円を計上しております。 

   ３２４ページをお開き願います。 

   款４支払基金交付金は、対前年度比２．２％増の２億１０５万８，０００円の計上

であり、第２号被保険者に係る保険料で、保険給付費等の２７％相当が交付されます。 

   下段から３２６ページにかけての款５県支出金は、対前年度比３．５％増の１億

１，５４３万９，０００円の計上であり、国庫支出金と同様に、基準額に対して一定

割合で交付されるものであります。 

   ３２６ページ下段の款６財産収入は、基金利子収入１万円の計上であります。 

   ３２８ページをお開き願います。 

   款７繰入金は、対前年度比２．１％増の１億１，９４４万５，０００円の計上であ

り、上段の介護給付費繰入金は９，０３７万６，０００円の計上であります。 

   ３３０ページをお開き願います。 

   中段の款８繰越金及び款９諸収入は、それぞれ存目計上であります。 

   ３５４ページからは、給与費の明細書であります。 

   以上、大玉村介護保険特別会計予算についてご説明を申し上げました。 

   次に、議案第３８号、令和５年度大玉村後期高齢者医療特別会計予算について。 

   それでは、歳出よりご説明申し上げます。 
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   ３８０ページをお開き願います。 

   款１総務費は、対前年度比３．４％増の１７３万８，０００円を計上し、一般管理

や保険料徴収事務を行うものであります。 

   下段の款２後期高齢者医療広域連合納付金は、対前年度比０．３％減の

７，１５０万１，０００円の計上であります。 

   ３８２ページをお開き願います。 

   款３保健事業費は、前年度と同額の５５８万１，０００円の計上であり、広域連合

から受託して高齢者健診事業を実施するものであります。 

   款４諸支出金は、４３万１，０００円の計上であります。 

   ３８４ページをお開き願います。 

   款５予備費は、存目計上であります。 

   続きまして、歳入についてご説明を申し上げます。 

   ３７６ページをお開き願います。 

   款１後期高齢者医療保険料は、対前年度比４．０％減の５，３３０万１，０００円

の計上であります。 

   款２使用料及び手数料と款３寄付金は、いずれも存目計上であります。 

   款４繰入金は、事務費や健診事業への一般会計繰入金と保険料軽減相当額の繰入金

で、対前年度比９．３％増の２，２９４万５，０００円の計上であります。 

   款５繰越金は、存目計上であります。 

   下段から３７８ページにかけての款６諸収入は、対前年度比３．８％増の３００万

３，０００円の計上であり、主に健診事業に係る受託収入や保険料還付金等を見込ん

でおります。 

   以上、大玉村後期高齢者医療特別会計予算についてご説明申し上げました。 

   次に、議案第３９号、令和５年度大玉村水道事業会計予算についてご説明を申し上

げます。 

   ３８９ページをお開き願います。 

   水道予算を款項目別にした実施計画であります。 

   収益的収入は水道事業収益で１億７，７９０万７，０００円、収益的支出は水道事

業費用で１億５，３８４万２，０００円であります。 

   ３９０ページをお開き願います。 

   資本的収入及び支出の実施計画であります。 

   収入は、国庫支出金１，５７４万１，０００円、工事負担金及び他会計繰入金は存

目計上、企業債５，６００万円であります。 

   支出は、拡張整備費で８，７２８万１，０００円、量水器購入の固定資産購入費で

１０２万８，０００円、災害復旧費で９３０万円、企業債償還金で６，５１４万円、

予備費は２２７万１，０００円であります。 

   ３９１ページをご覧いただきたいと思います。 

   水道事業会計の予定キャッシュ・フロー計算書であり、下段には、現金・預金の残



 

- 41 - 

 

高等を明示しております。 

   ３９２ページから３９６ページまでは、職員の給与費明細を記載しております。 

   ３９７ページをお開き願います。 

   令和４年度決算見込みによる損益計算書であります。年度中の収益及び支出を消費

税抜きで仮決算したもので、下から３段目の当年度純利益は１，２０４万

４，６７２円を見込んでおります。 

   ３９８ページをお開き願います。 

   令和４年度の予定貸借対照表で、下段の年度末資産合計は２０億４，３２８万

８０８円であります。 

   ４００ページをお開き願います。 

   保有する資産、負債の内容を示した令和５年度の予定貸借対照表であり、下段の令

和５年度末資産合計は２０億４，３８１万１，８８７円であります。 

   ４０２ページからは、参考資料として付した令和５年度の水道事業会計予算明細書

であります。 

   以上のとおり、令和５年度各会計に係る予算について、提案理由の説明を申し上げ

ました。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（菊地利勝） 以上で、施政方針並びに提案理由の説明が終わりました。 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 日程第７、請願・陳情について、常任委員会付託を行います。 

   １２月定例会以降、本日までに受理した請願・陳情は、お手元にお配りしました写

しのとおり、陳情第１号であります。 

   お諮りいたします。 

   議長から所管の常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ございません

か。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（菊地利勝） 異議なしと認めます。 

   議長から所管の常任委員会に付託をいたします。 

   配付しております付託表のとおり、陳情第１号を産業厚生常任委員会に付託いたし

ます。 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 以上で日程による議事が終了しましたので、本日の会議を閉じ、散

会いたします。ご苦労さまでした。 

（午後２時４１分） 


